
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再発見された古文書「羽柴秀吉朱印状」を一般公開します 

 

岐阜県博物館が令和５年度に新たに収集した「羽柴秀吉

朱印状」※１について、下記のとおり公開します。 

本資料は、天正 12 年（1584）の小牧・長久手の戦いの際

に、羽柴（豊臣）秀吉から桑山
くわやま

重晴
しげはる

に対して出された朱印状

で、小牧・長久手の戦いの最終局面を物語る貴重な資料で

す。東京大学史料編纂所が昭和 61 年（1986）に調査撮影を

行い、その存在自体は知られていましたが、この度、岐阜県

博物館が収集するにあたって再発見されました。この機会

にぜひ実物をご覧ください。 

記 

１ 期    間  令和６年５月１１日（土）～６月２３日（日） 

開館時間 ９：００～１６：３０ ※入館は１６：００まで 

休 館 日 月曜日（祝日または振替休日の場合は翌平日） 

２ 会 場 岐阜県博物館本館 ４階 人文展示室（関市小屋名１９８９） 

３ 入 館 料 一般３４０（２８０）円、大学生１１０（５０）円、高校生以下無料 

※（ ）は２０名以上の団体料金 

４ 問い合わせ先    岐阜県博物館（電話番号 ０５７５－２８－３１１１（代）） 

https://www.gifu-kenpaku.jp/ 

 

令和６年５月１日（水）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

博物館 人文係 中川創喜 

代表  ０５７５－２８－３１１１ 

内線  ３０２ 

ＦＡＸ  ０５７５－２８－３１１０ 

中濃記者会同時配布資料 

岐阜県政記者クラブ加盟社各位 

 

岐阜県博物館 検索 

※１「羽柴秀吉朱印状」について 

天正 12年（1584）、小牧・長久手の戦いの最終局面（11月 8日付）で出された朱印状。「（重晴から

の）書状が届き、念入りな報告を感心しています。11月 5日夜に東駒野
ひがしこまの

城※２を攻め崩したのは、もっと

もなことです。」と重晴を賞している。 

桑山重晴については、秀吉・秀長家臣として賤ヶ岳の戦いや紀州での活動は知られていたものの、小牧

・長久手の戦いにおける動向は知られていなかった。本資料の再発見によって、重晴が南濃方面の戦いに

従事し、秀吉へ現地の情報を報告していたことが新たに判明した。 
 

※２ 東駒野城：駒野城（南濃町駒野）周辺にあったと推定される。 

羽柴秀吉朱印状（岐阜県博物館蔵） 


